
新年、明けましておめでとうございます。

市民の皆様には、希望に満ちた輝かしい新春をお迎えのことと、心よりお喜び申し上げます。

本市では、健全財政の確保に向けて、財源不足を解消し構造的な転換を図るために策定した

「行財政改革計画」に基づき、アクションプラン（行動計画）の着実な実行に取り組んでいる

ところでございます。

このような中、市民と行政が共に考え、共に汗を流す「パートナーシップ条例（案）」の策

定に着手しております。この条例は、新しい時代の市民と行政とのパートナーシップの構築を

図り、活力ある地域社会の実現を目指すものでございます。昨年、中間答申があり、制定へ一

歩一歩近づいております。引き続き市民の皆様と取り組んでまいります。

本年4月には、高齢者の能力を生かした就労支援やＩＴ機器を活用した情報の集発信、地域

住民との交流などを通じ、高齢者の皆様の生きがい感を高める「シニア交流センター」の開設、

小児救急医療の充実をさらに図るため、「夜間小児急病センター」の開設、中世に築城された根木内城跡の土塁・空堀など、貴重な

歴史的遺産や豊かな自然環境を生かした「根木内歴史公園」の開園を予定しております。さらに、松戸駅をはじめとする市内各駅の

バリアフリー化の推進など、安全で快適な生活環境と活力と魅力あるまちづくりに、渾身の努力を傾注しているところでございます。

私は、今後ともスマイル＆ハートの精神を生かし、『ひと・もの・しぜん』を大切にするまちづくり｢もったいない運動‘ワンス

モア ’｣を新たに掲げて、市政運営にまい進していくことはもとより、市民の皆様と手を携え、「次代を担う子どもたちのふるさ

と・緑花清流による松戸の創生」に全力で取り組んでいく所存でございます。

本市発展に向け、引き続き市民の皆様のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

本年が、明るく幸多き年になりますことを心から祈念申し上げ、年頭のごあいさつとさせていただきます。

年頭のごあいさつ

広 報

NO．1245

1/1
2006

毎月1日・15日発行

「関東の富士見百景」に選定された、戸定邸から眺める富士山
昨年11月29日、国土交通省関東地方整備局より、戸定邸から眺める富士山が「関東の富士見百景」に選定されまし

た。松戸シティガイドが戸定邸と千葉大学園芸学部庭園で行っている観光ガイドのボランティア活動を、戸定邸に結

びつけてコンクールに応募。広報担当室が撮影に協力しました。松戸の名所として、多くの人に訪れて欲しいですね。

もったいない川柳を募集します　　　　

情報チャンネル　　　　　　　　　　　

新春座談会（緑花清流をテーマに

市長が懇談）

文化施設等の催し物　　　　　　　　　

主な内容

市長　川井　敏久
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※ は、3/12 に青少年会館で開催される芸術祭で発表します。
は1月4日 午前9時から電話で、 1月20日 〔必着〕までに、往復ハガキに住所・氏名・電話番号・学年・

年齢・希望教室名・返信用あて名を記入して、〒270ー0035松戸市新松戸南2の2 青少年会館（ 344ー8556）へ

教　室　名　・　内　容 期　　間 会　場 講　　師 対　象
作って遊ぼうおもしろ楽器～ミニ
コンサートをめざして【全9回】
日用品を再利用し、楽器を作り、
音や合奏を楽しむ

1/21～3/11の毎週土曜
日午前10時～正午およ
び3/12

青少年会館 音楽教育家・谷中優氏

小学3年
生～高校
2年生（保
護者可）

はじめてのタップダンス【全12回】
基本のステップを学んで音楽に
合わせて踊る

2/4～3/11の毎週土曜
日午前9時30分～11時
と毎週水曜日午後5時～
6時30分および3/12

青少年会館
ダンシング　スキュ
ーバ テレビジョン
・中村信夫氏

小学3年
生～中学
3年生

冬の自然まるごと体験【全3回】
昆虫・カモなどの自然観察やゲ
ーム、木の実を使った鑑賞炭や焼
きいも作りなど

2/11 午後1時～3時・
25 午後1時30分～3時
30分、3/4 10時～
午後1時

2月＝21世
紀の森と広
場　3月＝
斎藤邸（紙
敷）

2/11＝自然観察指導
員・今村裕之氏ほか
2/18＝北豊島中学・高
校教師・山川幸子氏
3/  4＝松戸炭の会

小学生

定員

先着
20人

先着
20人

先着
20人

費用

無料

1,100
円

（チッ
プ代）

300
円

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
を
、
1
月
7

日

午
前
10
時
か
ら
（
演
技
は
午
前
11
時

か
ら
）
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

粋
な
は
っ
ぴ
姿
の
は
し
ご
乗
り
、
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ド
リ
ル
、

消
防
局
・
消
防
団
に
よ
る
消
防
演
習
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

当
日
は
、
会
場
付
近
の
住
民
の
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
式
典
の
み
を
消
防
局

講
堂
で
行
い
ま
す
。

消
防
局
企
画
管
理
室

363
・
1
1
1
3

内
線
5
1
4
1

消防訓練
センター

▼題…「もったいない」
▼応募点数…1人2句まで
▼締め切り…1月31日 〔必着〕
▼入賞…優秀作品を表彰
▼応募方法…住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番
号を記入して、直接、郵送、ファクスまたはＥメール
で、〒271ー8588松戸市役所総務企画本部企画管理室
（市役所新館4階、 364ー6919）へ
mcsoukikaku@city.matsudo.chiba.jp

※作品は、自作・未発表のものに限ります。
※市のホームページに「募集要領」を掲載しています
（アドレスは1面右上を参照）。

多くの皆様から貴重な寄附をいただき、ありがとう
ございました。
福祉関係へ… 東葛運転代行社、 松戸自動車販売、
米田英行、 エムイーシー、少林寺拳法松戸相模台道
院、「百十学校」、陣ケ前ことぶき会、千歳流宗家、平
成17年度第4回松戸市営松戸競輪第2節参加選手他一
同、荒井よし、浦晶美、松戸いずみ幼稚園父母の会、
カルチャー、大和運送 、中山治朗、小板橋病院、
千葉土建一般労働組合松戸支部、松戸みどり幼稚園Ｐ
ＴＡ、松戸舞踊友の会、松戸歌謡友の会、稲葉久恵、
モックもっくの仲間たち、 樂秀雄、土山謙治、セイ
コーインスツルメンツ労働組合高塚支部、 、
善光寺、 倫理研究所市川支所松戸地区、 ワイド企
画、松戸市観光梨園組合連合会、松戸市梨研究会、増
田善弘　教育関係へ…野々下純生、 一色製作所、西
川浩、 、松戸西ロータリークラブ、臼井和
子、 国書刊行会、板倉弘子、 草月会、原和子　そ
の他…常盤平環境会議、荒木筆義、松戸市農事研究会、
ポラス 、松戸中央ロータリークラブ、北松戸保育所
父母会、中條誠子、平成16年度松ケ丘保育所修了児保
護者一同、常盤平団地自治会、植草学園短期大学、Ｈ
ＯＬＯＮ、小野弘美

〔順不同・敬称略〕
※市では古着、ぬいぐるみ等の寄附の申し込みをいた
だいても、受け入れできない場合があります。あら
かじめご了承ください。

平成17年4月1日～10月31日受け付け分

総務課総務係 366－7305

寄附に感謝します

※ は、3/12 に青少年会館で開催される芸術祭で発表します。
1月4日 午前9時から、電話で青少年会館 344ー8556へ

教　室　名　・　内　容 期　　間 会　場 講　師 対　象 定員 費用
世界のうたごえ～情熱のカンツォー
ネをうたう【全9回】
原語で楽しくうたう

1/21～3/11の毎週土曜
日午後5時～7時および
3/12

青少年会館 声楽家・桝
本安紀子氏

18～35歳
の人（初
心者可）

先着
30人 無料

朗読～心とからだをほぐす～【全9回】
ワークショップ形式により楽しく
自己表現する

1/21～3/11の毎週土曜
日午後2時～5時および
3/12

青少年会館
劇団文学座
・香月弥生
氏

18～35歳
の人

先着
30人 無料

日本の伝統文化に触れる【全5回】
オリエンテーション みそづく

り 相撲部屋見学（佐渡ケ嶽部屋）
藍染・機織体験 神田界隈散策

1/22 2/5 2/12
2/26 3/5の日曜日午
前10時～午後3時

女性センター
ゆうまつど

各所

18～35歳
の人

先着
20人

無料（材
料費・
交通費
実費）

市では、「もの」それぞれがもっている
存在価値を、100 有効に活用するとい
う「もったいない」の精神を醸成するこ
とによって、次世代を担う子どもたちに
「もったいない」精神を引き継ぐとともに、
ひと・もの・しぜんを大切にするまちづ
くりや行財政改革の推進に寄与する「も
ったいない運動」を展開しています。

日
ご
ろ
、
身
近
で
「
も
っ
た
い

な
い
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
、
実

行
し
て
い
る
こ
と
や
、「
も
っ
た
い

な
い
」
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
を
川
柳
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

も
っ
た
い
な
い
運
動
推
進
本
部

事
務
局
（
総
務
企
画
本
部
企
画
管

理
室
内
）
366
・
7
3
1
1

▼（仮称）松戸市地域省エネルギービジョン策定記念
シンポジウム（2月17日 ）
▼市内小・中学校の児童・生徒から作文を募集

昨
年
12
月
2
日
、
講
談
師
・
神
田

紫
さ
ん
を
「
も
っ
た
い
な
い
大
使
」

に
任
命
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
市
役
所
幹
部
職
員
の
研

修
会
で
、
講
談
「
も
っ
た
い
な
い
善

兵
衛
」
を
披
露
す
る
神
田
さ
ん

「もったいない運動」とは…

応募要領

今後の「もったいない運動」関連予定事業

◆
も
の
・
お
金
を
大

切
に
扱
う
。
浪
費

し
な
い
。

◆
人
を
大
切
に
し
、

思
い
や
る
。
も
て

な
す
。

◆
自
分
に
は
不
相
応

で
あ
り
、
あ
り
が

た
い
と
思
う
。

1 月 7 日
午前10時から

もったいない運動

市では、松戸市地域新エネルギービジョンに基づき、
今年度5台の天然ガス自動車（トラックやごみ収集車）
を購入し、昨年12月より市内を走っています。天然ガ
ス自動車には、車体の横に「ＣＮＧ天然ガス自動車」
と表示しています。
天然ガス自動車は、地球温暖化の原因となる二酸化
炭素の排出量を、ガソリン車の2割から3割低減できま
す。また、大気汚染を招く窒素酸化物などの排出量も
少なく、硫黄酸化物はまったく排出されません。
ディーゼルトラックをご使用で、車の買い替えや増
車予定のある人は、天然ガス自動車について考えてみ
ませんか（国の補助金制度が利用できます）。
環境計画課 366－7331

も
っ
た
い
な
い

と
は
…

「ＣＮＧ天然ガス自動車」が目印の天然ガス車

キッズ陶芸教室【全4回】 2/4 ・11 3/4 ・
11 午後2時～3時30
分

青少年会館 松戸子ども劇場
小学3年
生～中学
3年生

20人
(抽選)

500
円



高
齢
者
・
う
ん
ど
う
・
習
慣
化

教
室毎

月
第
一
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

会
場
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
ウ
エ
ル
ネ

ス
松
戸（
松
戸
駅
東
口
下
車
）

内
容
だ

れ
で
も
で
き
る
や
さ
し
い
運
動
　
定
員

各
先
着
三
十
人
　
費
用
一
回
五
百
円

1
月
3
日

か
ら
、
電
話
で
同
ク
ラ

ブ
・
藤
田

368
・
３
３
３
１
へ
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ふ
れ
あ
い
22
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
う
た
の
お
も
ち
ゃ
ば
こ
」

1
月
5
日

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場
健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ
い
22
）

内
容
歌
・
日
向
野
の
り
え
氏
、
ピ
ア
ノ

・
徳
川
ま
ゆ
み
氏
に
よ
る
童
謡
コ
ン
サ

ー
ト

※
懐
か
し
い
童
謡
を
、
お
子
さ
ん
と
ご

一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
会
館

383
・
０
０
２
２

も
っ
と
知
ろ
う
わ
が
ま
ち
松
戸

松
戸
駅
付
近
＝
1
月
11
日

午
前
9

時
30
分
松
戸
駅
集
合
（
正
午
松
戸
駅
解

散
）

行
き
先
戸
定
が
丘
歴
史
公
園
・

千
葉
大
学
園
芸
学
部
・
旧
松
戸
宿
他

北
松
戸
駅
東
側
＝
2
月
8
日

午
前

9
時
30
分
JR
北
松
戸
駅
集
合
（
正
午
新

京
成
上
本
郷
駅
解
散
）
行
き
先
台
地
の

上
の
社
寺
・
湧
水
地

①
②
と
も
、
定
員
各
先
着
十
五
人

費
用
各
五
百
円
　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ま
ち
づ
く

り
N
P
O
セ
レ
ガ

366
・
８
８
０
３
へ

星
空
観
望
会

1
月
14
日

午
後
6
時
〜
8
時
　
会

場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
と
屋

上
　
内
容
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学
と
天

体
望
遠
鏡
で
月
や
惑
星
、
す
ば
る
等
を

観
望
〔
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
み
〕

定
員
先
着
八
十
人

費
用
無
料

※
団
体
（
二
十
人
以
上
）
と
体
の
不
自

由
な
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
で
同
館
同
室

368
・
１
２
３
７
へ

働
き
た
い
女
性
の
お
し
ゃ
べ
り

テ
ィ
ー
タ
イ
ム

1
月
17
日

午
前
10
時
15
分
〜
11
時

15
分
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　
内
容
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
の

あ
る
人
同
士
で
、
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り

対
象
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
女
性

定
員
先
着
十
人
　
費
用
無
料

※
終
了
後
、
個
別
相
談
あ
り

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー

364
・
８
７

７
８
へ

栗
山
書
道
会
新
春
書
道
展

1
月
7
日

ま
で
　
会
場
北
総
線
矢

切
駅
イ
ベ
ン
ト
広
場
　
費
用
無
料

日
本
書
道
教
育
学
会
・
小
里

367
・

８
８
２
４

松
戸
中
央
七
福
神
と
史
跡
め
ぐ
り

1
月
8
日

午
前
10
時
新
京
成
常
盤

平
駅
北
口
集
合
（
午
後
4
時
JR
北
小
金

駅
解
散
、
雨
天
の
場
合
1
月
9
日

）

行
き
先
祖
光
院
〜
金
谷
寺
〜
福
昌
寺
〜

常
真
寺
〜
広
徳
寺
〜
慶
林
寺
他
　
持
ち

物
昼
食
　
費
用
三
百
円
（
保
険
料
・
資

料
代
）

当
日
集
合
場
所
で

松
戸
史
談
会
・
松
田

342
・
１
７
６

４
（
夜
間
の
み
）
へ

抹
茶
を
楽
し
む
会

1
月
15
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
　
会
場
二
十
世
紀
が
丘
市
民

セ
ン
タ
ー
　
定
員
先
着
二
十
人
　
費
用

四
百
円

当
日
会
場
で

新
日
本
婦
人
の
会
・
佐
藤

392
・
６

３
０
９

初
め
て
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

1
月
12
日

午
後
2
時
〜
4
時

午
後
7
時
〜
9
時
　
会
場
市
民
会
館

対
象
初
心
者
　
費
用
各
千
円

直
接
会
場
で

N
E
O

T
A
N
G
O
・
加
藤

090

・
２
４
０
３
・
０
６
５
７

文
部
科
学
省
文
化
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
　
や
さ
し
い
津
軽
三
味

線
講
座

1
月
14
日
〜
3
月
11
日
の
毎
週
土
曜

日〔
全
九
回
〕午
後
3
時
〜
5
時
お
よ
び

発
表
会
3
月
12
日

会
場
青
少
年
会

館
　
対
象
小
学
校
高
学
年
以
上
〜
青
年

講
師
日
本
郷
土
民
謡
協
会
公
認
教
授
・

中
野
孝
人
氏
　
費
用
三
千
円
（
教
材
費
）

電
話
で
青
少
年
会
館

344
・
８
５
５

６
へ

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室

1
月
14
日

午
後
0
時
30
分
〜
3
時

会
場
幸
谷
小
学
校
　
対
象
小
学
生
　
持

ち
物
赤
白
帽
・
運
動
上
靴
　
費
用
百
円

（
保
険
料
）

当
日
会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
泉

343
・
９
９
７
９

親
子
の
ス
ー
パ
ー
紙
と
ん
ぼ
教

室
と
指
導
者
講
習
会

1
月
14
日

午
後
1
時
〜
3
時
　
会

場
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
対

象
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
親
・
祖
父

母
　
定
員
先
着
十
五
組
三
十
人
　
費
用

百
円
（
材
料
費
）

※
当
日
午
後
3
時
〜
5
時
に
、
同
会
場

で
指
導
者
講
習
会
あ
り
（
先
着
三
十

人
、
無
料
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ス
ー
パ
ー

紙
と
ん
ぼ
の
会
・
鎌
形

364
・
５
０

８
４
へ

子
ど
も
読
書
応
援
団
勉
強
会

1
月
20
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

45
分
　
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
絵
本
の

紹
介
と
読
み
方
、
手
遊
び
や
数
え
歌

対
象
読
み
聞
か
せ
を
実
践
し
て
い
る
人

定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
四
百
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
団
・
桑

田

346
・
８
１
３
１
へ

松
戸
村
立
雑
学
大
楽

1
月
15
日

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
新
京
成
八
柱

駅
下
車
）

テ
ー
マ
ろ
う
そ
く
で
心
を

灯
す
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
　
講
師
蔵
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
結
花
店
主
・
増
田
美
恵
子
氏

費
用
無
料

直
接
会
場
で

石
崎

344
・
２
９
５
１
（
夜
間
の
み
）

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

1
月
28
日

・
29
日

〔
全
二
回
〕

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
29
日
は
午
前

9
時
45
分
か
ら
）

会
場
元
気
介
護
支

援
サ
ー
ビ
ス
（
JR
北
松
戸
駅
下
車
）

内
容
全
身
性
障
害
者
移
動
介
護
従
業
者

養
成
研
修
課
程
　
対
象
介
護
福
祉
士
ま

た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
者

定
員
先
着
三
十
人
　
費
用
二
万
千
円（
教

材
費
を
含
む
）

電
話
で
同
サ
ー
ビ
ス
・
黒
川

331
・

５
３
６
１
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
へ

こ

う

ざ

 

講
座
・
講
演 

講
座
・
講
演 

こ

う

え

ん

 

も

よ

お

 

も

の

 

催

し

物

 

催

し

物

 

時間午前10時～午後4時　持ち物身分証明書
※全血液型の血液が不足しています。
保健福祉課 366─7487

愛の献血
期　日 会　　場 主　　催
1/  4 市役所正面玄関前献血推進協議会

7 ダイエー新松戸店前松戸グリーンライオンズクラブ

21 常盤平市民センター松戸中央ライオンズクラブ
28 ダイエー新松戸店前松戸市婦人団体連絡会
29 伊勢丹松戸店前 松戸市赤十字奉仕団

け

ん

こ

う

 

健
　
康 

健
　
康 

野
鳥
観
察
会

1
月
15
日

午
前
8
時
30
分
松
戸
駅

東
口
デ
ッ
キ
上
集
合
（
午
前
11
時
30
分

現
地
解
散
、
雨
天
中
止
）

行
き
先
市

川
市
大
町
自
然
観
察
園
　
内
容
山
林
と

湿
地
の
冬
鳥
の
観
察
　
持
ち
物
筆
記
用

具
・
観
察
用
具
等
　
費
用
無
料
（
交
通

費
実
費
）

松
戸
み
ど
り
と
花
の
基
金

345
・

９
８
４
６

個
育
て
お
し
ゃ
べ
り
広
場

1
月
19
日

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内

容
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の

進
行
で
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、

子
育
て
等
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り
　
対

象
先
着
親
子
十
組
　
費
用
無
料
　

※
終
了
後
、
個
別
相
談
あ
り

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー

364
・
８
７

７
８
へ

は
〜
い
ビ
ス
カ
ス
定
例
相
談
会

1
月
10
日

午
後
2
時
〜
5
時
　
会

場
ユ
ー
カ
リ
ハ
イ
ツ
一
〇
一
（
JR
北
松

戸
駅
下
車
）

内
容
専
門
家
に
よ
る
療

育
・
介
護
等
の
相
談
　
対
象
精
神
不
安

・
知
的
障
害
児
（
者
）
・
高
齢
者
等
の

本
人
ま
た
は
家
族
　
費
用
五
百
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ト
ー
タ
ル

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
「
は
〜
い
ビ
ス
カ

ス
」

367
・
２
８
１
１
へ

ゆ
う
キ
ッ
ズ
・
親
子
で
遊
ぼ
う

1
月
13
日

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内

容
親
子
で
の
自
由
遊
び
と
語
ら
い
他

対
象
一
歳
児
の
親
子
　
費
用
三
百
円

ま
つ
ど
一
時
保
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

野
村

366
・
０
４
０
６

高
齢
者
の
住
ま
い
の
相
談
会

1
月
27
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場
鎌
ケ
谷
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
弁
護
士
・
建
築
士
に
よ
る
、
借
地

権
等
の
法
律
問
題
、
増
改
築
等
の
建
築

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
住
ま
い
の
悩
み

定
員
先
着
八
組
　
費
用
無
料

1
月
10
日

か
ら
、
電
話
で
県
住
宅

課

043
・
223
・
３
２
２
９
へ

県
営
住
宅
空
き
家
の
入
居
者
を

募
集募

集
期
間
1
月
15
日

ま
で
　
入
居

資
格

所
定
の
方
法
に
よ
り
算
出
し
た

月
収
が
、
一
般
＝
二
十
万
円
以
下
、
高

齢
者
・
身
体
障
害
者
等
＝
二
十
六
万
八

千
円
以
下
（
条
件
あ
り
）

現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
て
、
原
則
と
し
て
同
居

親
族
が
あ
る
こ
と

※
募
集
案
内
書
は
、
東
葛
飾
支
庁
県
民

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
役
所
住
宅
政
策

課
・
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
布

千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公
社
県
営
住
宅

管
理
部
募
集
課

043
・
222
・
９
２
０
０

文
化
ホ
ー
ル
の
使
用
受
け
付
け

1
月
11
日

午
前
10
時
30
分
か
ら

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
内
容
3
月
28
日

〜
4
月
23
日

の
使
用
受
け
付
け
　
持

ち
物
使
用
料
・
社
会
教
育
関
係
団
体
登

録
証
（
該
当
団
体
の
み
）

※
4
月
25
日

〜
6
月
25
日

の
間
、

各
種
催
し
を
実
施
す
る
た
め
、
同
ホ

ー
ル
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

同
ホ
ー
ル

367
・
７
８
１
０

市
民
税
課
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

期
間
1
月
17
日

〜
4
月
4
日

の

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
　
対
象
事

務
経
験
の
あ
る
四
十
歳
ま
で
の
人
（
学

生
可
）

募
集
人
員
若
干
名
　
給
与
時

給
七
百
八
十
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
直
接
、
市

民
税
課
（

366
・
７
３
２
２
）
へ

学
校
臨
時
職
員
（
事
務
員
・
用

務
員
・
栄
養
士
・
給
食
調
理
員
）

登
録
者
を
募
集

臨
時
職
員
と
し
て
登
録
し
、
市
内
小

・
中
学
校
で
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
採

用
し
ま
す
。

勤
務
時
間
原
則
月
〜
金
曜
日
（
職
種

に
よ
っ
て
勤
務
時
間
が
異
な
り
ま
す
）

対
象
六
十
歳
以
下
で
健
康
な
人

生
涯
学
習
本
部
企
画
管
理
室

366
・

７
４
５
５

教
育
委
員
会
会
議

1
月
12
日

午
後
2
時
30
分
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
F
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
（
会
場
が
狭
い
た
め

人
数
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

生
涯
学
習
本
部
企
画
管
理
室

366
・

７
４
５
５

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

会場新松戸市民センター　定員各先着8人　費用各3,000円
1月5日 から、電話またはファクスで、まちづくりNPO

セレガ 366─8803へ

パソコン・デジカメ講座
講座名 日　　時
デジカメ
1年生

1/13 午後1時15分～4時15分、
1/20 午後1時30分～4時30分

デジカメ
2年生 1/23 午後1時30分～4時30分

デジカメ
3年生 1/30 午後1時30分～4時30分

エクセル
1年生

1/23 午前9時30分～午後0時30
分

初心者のためのWindowsパソコン教室
講　座　名 日　　時 会　場 費　　用

初級エクセル・楽し
いカレンダー作り

1/13 午後1時
30分～5時

文化ホー
ル

2,000円（テキ
スト代を含む）

Windows基本操作の
基礎

1/17 午前10時
～午後5時 市民活動

サポート
センター

4,500円（テキ
スト代を含む）

初めてのワード 1/24 午前10時
～午後5時

4,500円（テキ
スト代を含む）

住所録作成とハガキ
あて名印刷

1/27 午後1時
30分～5時

文化ホー
ル

2,000円（テキ
スト代を含む）

内　　容
パソコンへの取り込
み・印刷等
フリーソフトによる
画像の編集
ワードへの画像の取
り込み・飾りつけ
表の作成・編集、オ
ートフル等

定員各先着15人　持ち物筆記用具・ノートパソコン（貸
し出しあり）
電話で、ぱそこん119・池田 090─4428─8931へ

そ
こ
う
い
ん

じ
ょ
う
し
ん
じ

こ
う
と
く
じ

け
い
り
ん
じ

き
ん
こ
く
じ

ふ
く
し
ょ
う
じ

と
も

ゆ

い



市
長

ま
ず
始
め
に
、
皆
さ
ん
が
「
自
然
」

と
か
か
わ
り
を
お
持
ち
に
な
っ
た
き
っ
か

け
を
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

高
橋
（
盛
）

私
は
、
生
ま
れ
が
新
潟
で

し
て
、
家
の
近
く
に
山
や
川
が
あ
る
環
境

で
育
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
な
じ

ん
で
き
た
風
景
は
、
暮
ら
し
の
中
に
緑
も

花
も
水
辺
も
あ
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た

ん
で
す
。

で
も
、
松
戸
に
来
て
か
ら
は
、
緑
に
ほ

と
ん
ど
関
心
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
あ
る
こ
と
で
、
自
分
が
住
ん
で

い
る
ま
ち
に
つ
い
て
全
然
知
ら
な
い
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

市
長

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

高
橋
（
盛
）

今
か
ら
十
数
年
く
ら
い
前

で
し
ょ
う
か
、
家
の
近
く
に
和
名
ケ
谷
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
ま
で
子
ど
も
と
一
緒
に
散
歩
を

し
て
い
た
緑
地
が
急
に
な
く
な
っ
て
「
え

っ
？
」
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

も
う
少
し
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま

ち
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
と
感
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
市
民
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
松
戸
の
樹

林
地
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く

ね
。
緑
っ
て
大
切
だ
よ
ね
」
と
い

う
話
が
出
て
き
て
、
樹
林
地
の
保

全
活
動
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
。
そ
う
こ
う
す
る
う

ち
に
、
森
に
入
る
の
が
楽
し
く
な

り
ま
し
て
ね
。

市
長

「
金
ケ
作
の
森
を
育
む
会
」

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
結
成
さ
れ

た
の
で
す
か
。

お
母
さ
ん
の
畑
の
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う

み
た
い
な
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

ど
っ
ち
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

な
ん
て
ね
（
笑
）。

桐
原

植
物
は
何
に
で
も
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
お
か
げ
で
、
ハ
ー
ブ
だ
け
で
は
な

く
樹
木
や
、
園
芸
品
種
も
好
き
で
す
ね
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
両
親
や
祖
母
が
植
物

を
育
て
る
姿
を
見
て
育
ち
ま
し
た
の
で
。

自
分
の
経
験
か
ら
、
松
戸
に
も
子
ど
も
た

ち
が
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
、
花
壇
や
ハ

ー
ブ
園
が
増
え
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

市
長

私
の
子
ど
も
の
頃
も
、
自
然
は
特

別
な
も
の
で
は
な
く
、
当
た
り
前
に
あ
る

も
の
で
、
里
山
や
川
は
遊
び
場
で
し
た
。

お
二
人
の
お
話
を
伺
い
ま
す
と
、
い
か

に
子
ど
も
の
頃
の
環
境
が
大
切
な
の
か
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
う
い
う
体

験
が
基
礎
に
あ
っ
て
、
現
在
の
活
動
に
至

っ
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま
す
。

高
橋
（
清
）

私
は
東
京
下
町
の
生
ま
れ

で
、
松
戸
の
河
原
塚
に
は
昭
和
41
年
に
引

っ
越
し
て
来
ま
し
た
。
大
変
緑
が
多
く
、

家
の
周
り
に
は
蛍
が
飛
ん
で
来
た
り
し

て
、
い
い
と
こ
ろ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

河
川
愛
護
の
活
動
は
、
平
成
6
年
頃
に

地
域
の
町
会
の
役
員
を
や
っ
て
い
た
と
き

に
、
国
分
川
が
汚
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
聞
き
ま
し
た
。
下
水
道
を
推
進
し
よ
う

と
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
声
が
あ
が
り
、
市

高
橋
（
盛
）

「
関
さ
ん
の
森
を
育
む
会
」

と
い
う
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
た

ち
（
注
1
）
と
「
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

ま
つ
ど
」（
注
2
）
と
い
う
樹
林
地
保
全

活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た
。

樹
林
地
管
理
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
森

が
、
市
内
に
も
っ
と
増
え
た
ら
い
い
な
と

思
い
、
協
力
し
て
く
れ
る
森
の
所
有
者
を

探
し
始
め
ま
し
た
。
市
の
み
ど
り
と
花
の

課
に
も
相
談
し
て
、
二
年
く
ら
い
探
し
た

で
し
ょ
う
か
、
よ
う
や
く
協
力
し
て
く
だ

さ
る
方
が
見
つ
か
り
、
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
「
金
ケ
作
の
森
を
育
む
会
」
で
す
。

市
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
言
う
と
少
し
堅

い
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
実
際
は
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

高
橋
（
盛
）

金
ケ
作
小
学
校
が
近
く
に

あ
り
ま
す
の
で
、
授
業
の
一
環
と
し
て
利

用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

会
の
活
動
は
、
来
た
ら
必
ず
作
業
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
年
齢
や
体
力
の

差
も
あ
り
ま
す
の
で
、
好
き
な
形
で
森
に

関
わ
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

竹
の
伐
採
や
下
草
刈
り
な
ど
、
作
業
し
て

汗
を
流
し
て
も
い
い
し
、
た
だ
、
木
を
ぼ

ー
っ
と
眺
め
て
い
た
い
と
い
う
人
は
、
そ

れ
で
も
構
わ
な
い
ん
で
す
。

桐
原

今
日
は
暖
か
い
上
に
、
育
苗
圃
で

美
し
い
ハ
ー
ブ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て

最
高
の
気
分
で
す
。
私
が
生
ま
れ
た
長
野

県
も
、
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
祖
母
が
園
芸
、
父
が
山
野
草
、

母
が
野
菜
作
り
を
趣
味
に
し
て
い
ま
し

た
。
私
が
六
歳
く
ら
い
の
と
き
で
し
ょ
う

か
、
父
が
庭
の
片
隅
に
私
の
花
壇
を
用
意

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ツ
ツ
ジ
を

育
て
た
ら
、
た
ま
た
ま
小
さ
な
花
が
つ
い

た
ん
で
す
。
種
を
ま
け
ば
芽
は
出
て
く
る

し
、
小
さ
い
花
壇
な
が
ら
も
、
喜
び
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
ー
ブ
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
二
十
代
の
と
き
に
、
ポ
プ
リ
研
究

家
で
あ
る
姉
の
熊
井
明
子
か
ら
、
ポ
プ
リ

の
材
料
と
な
る
ハ
ー
ブ
の
栽
培
は
、
面
白

い
の
で
や
っ
て
み
た
ら
、
と
勧
め
ら
れ
て

か
ら
で
す
。

市
長

お
父
さ
ん
の
野
草
園
は
ど
う
だ
い
、

役
所
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

平
成
8
年
頃
に
下
水
道
の
見
通
し
が
つ
い

た
の
で
す
が
、
川
の
汚
れ
の
話
を
し
て
い

る
中
で
、
市
か
ら
国
分
川
を
見
て
も
ら
え

な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
国
分
川
周
辺
の
清
掃
活
動

を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
活
動
が

「
河
南
環
境
美
化
の
会
」（
注
3
）
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
声
を
掛

け
、
河
川
清
掃
、
家
庭
で
で
き
る
水
質
浄

化
の
啓
発
を
主
と
し
、
年
に
二
回
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
長

四
十
年
前
、
松
戸
に
蛍
が
い
た
と

い
う
こ
と
を
伺
い
ま
す
と
、
失
っ
た
自
然

を
取
り
戻
す
の
は
、
容
易
で
は
な
い
な
と

改
め
て
思
い
ま
す
。

失
う
前
に
、
早
め
早
め
に
手
当
て
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

高
橋
（
清
）

平
成
9
年
か
ら
は
、
国
分

川
の
獅
子
舞
橋
か
ら
黎
明
橋
ま
で
の
約

一
・
一
キ
ロ
を
、
多
自
然
型
護
岸
に
す
る

改
修
工
事
が
始
ま
り
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
。
掃
除
を
し
た
く
て
も
川
に
下
り
ら

れ
な
か
っ
た
の
が
、
川
の
縁
ま
で
入
れ
る

よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
。
川
の
清
掃

だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
の

観
察
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
そ
の
工
事
も
進
ん
で
、
平
成

15
年
に
メ
ダ
カ
に
似
て
い
る
カ
ダ
ヤ
シ
と

い
う
魚
の
群
れ
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
水

質
も
向
上
し
て
き
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
つ
い
先
日
も
、
新
し
く
で
き
た
高
坏

橋
の
近
く
で
ボ
ラ
の
稚
魚
が
群
れ
で
泳
い

で
い
て
、
川
面
に
跳
ね
て
い
た
ん
で
す
よ
。

市
長

昨
年
は
、
国
分
川
の
堤
に
桜
の
木

を
植
樹
さ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

高
橋
（
清
）

桜
の
木
を
二
十
二
本
植
え

ま
し
て
、
昨
年
の
春
に
は
き
れ
い
に
咲
き

ま
し
た
。(

六
面
に
写
真
）

市
長

私
が
昭
和
45
年
に
市
議
会
議
員
に

な
っ
た
頃
の
市
内
の
川
は
、
真
っ
黒
で
匂

い
が
す
ご
か
っ
た
。
風
が
吹
く
と
洗
剤
の

泡
が
川
面
を
走
り
回
る
よ
う
な
状
態
で
し

た
。
こ
れ
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
驚

き
と
怒
り
と
が
入
り
混
じ
り
ま
し
て
、
川

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
市
長
と
な
っ
て
昔
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
緑
や
花
、
そ
し
て
魚
が
住
め
る
よ

う
な
川
が
あ
る
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

高橋　清さん
河川愛護団体　河南環境美化の会・会長

市長 川井　敏久

清流の分野

市
長

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

緑
や
花
に
囲
ま
れ
て
、
水
辺
に
の
ん
び

り
と
憩
う
暮
ら
し
は
、
誰
も
が
望
む
も
の

で
す
。
自
然
と
調
和
し
た
住
環
境
は
、
そ

の
豊
か
さ
を
享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
守
り
育
て
て
い
く
努
力
が
あ
っ
て
、

初
め
て
、
豊
か
な
暮
ら
し
が
保
た
れ
る
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
日
は
、
緑
・
花
・
清
流
と

自
然
に
関
心
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
？

新春座談会
緑の分野
高橋　盛男さん
（金ケ作の森を育む会・代表）

花の分野
桐原　春子さん
（ハーブ研究家）

清流の分野
高橋　清さん
（河南環境美化の会・会長）

市長 川井　敏久

出席者

い
う
三
つ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
人
の
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

の
お
話
も
伺
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ち
に
緑

花
清
流
を
守
り
育
て
楽
し
む
文
化
が
、
更

に
花
開
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
、
と
い
う
お
話
も
伺
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
緑
花
清
流
に
寄

せ
る
夢
を
語
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

たかはし

国分川を親子が遊べる水辺に、将来
は松戸の名所にしたいですね

きよし

し
し
ま
い

れ
い
め
い

た
か
つ
き

かなん

か
な
ん
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を
よ
く
知
っ
て
い
た
り
、
物
作
り
が
上
手

だ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
持

っ
て
い
た
り
、
そ
う
い
う
人
た
ち
と
出
会

え
る
こ
と
も
、
や
っ
て
い
て
楽
し
い
こ
と

の
ひ
と
つ
で
す
。

市
長

緑
推
進
委
員
（
注
4
）
と
し
て
の

活
動
は
い
か
が
で
す
か
。

高
橋
（
盛
）

緑
の
担
い
手
づ
く
り
を
目

的
に
、
里
や
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

（
注
5
）
を
委
員
会
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

長
年
、
放
っ
て
置
か
れ
て
い
る
森
が
市
内

に
多
く
、
地
主
さ
ん
も
自
分
た
ち
だ
け
で

は
手
入
れ
が
で
き
な
い
。
何
か
市
民
で
お

手
伝
い
で
き
な
い
か
と
い
う
発
想
で
す
。

現
在
は
、
先
ほ
ど
話
し
ま
し
た
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
ま
つ
ど
と
、
松
戸
ま
ち
づ
く

り
交
流
室
テ
ン
ト
小
屋
と
、
み
ど
り
と
花

の
課
の
三
者
協
働
で
続
け
て
い
ま
す
。

市
長

受
講
者
は
ど
う
い
う
方
で
す
か
。

高
橋
（
盛
）

年
配
の
方
が
多
い
で
す
ね
。

退
職
後
に
、
何
か
地
域
で
の
活
動
を
し
た

い
ん
だ
け
れ
ど
、
ど
こ
か
ら
入
っ
て
い
っ

た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
講
座

が
、
活
動
の
場
を
見
つ
け
る
良
い
き
っ
か

け
に
な
っ
た
、
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

桐
原

私
も
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
。

書
斎
で
原
稿
を
書
い
て
い
て
も
、
つ
い
庭

の
植
物
に
目
が
行
っ
て
し
ま
っ
た
り
。

ハ
ー
ブ
は
、
と
に
か
く
実
際
に
育
て
て

な
ど
も
あ
り
ま
す
か
。

桐
原

講
習
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
に
、
ハ
ー
ブ
の
挿
し
木
用
の
枝
を

差
し
上
げ
て
、
そ
の
後
の
成
長
を
聞
く
こ

と
も
、
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

庭
で
作
業
を
し
て
い
る
と
、
散
歩
途
中

の
方
か
ら
「
素
敵
な
お
庭
で
す
ね
」
と
声

を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
の
ほ
う
か
ら
も
「
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
を
お

持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
掛
け
ま

す
と
、
喜
ん
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

ま
た
、
多
く
の
花
友
達
が
い
て
苗
の
交

換
を
し
た
り
、
そ
う
い
う
交
流
は
本
当
に

楽
し
い
で
す
ね
。

高橋　盛男さん
森林ボランティア団体

金ケ作の森を育む会・代表

緑の分野

み
な
い
と
何
も
分
か
ら
な
い
ん
で
す
。
本

に
出
て
い
る
ハ
ー
ブ
を
庭
に
ま
い
て
育
て

る
。
も
し
苗
が
手
に
入
れ
ば
そ
れ
を
植
え

る
。
私
が
ハ
ー
ブ
に
関
心
を
持
ち
始
め
た

頃
は
、
ま
だ
西
洋
の
ハ
ー
ブ
が
日
本
に
な

い
と
い
う
時
代
で
し
た
か
ら
、
西
洋
の
ハ

ー
ブ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
、
苦
労
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

市
長

ハ
ー
ブ
は
、
今
で
こ
そ
花
屋
に
鉢

植
え
が
並
ん
だ
り
、
ス
ー
パ
ー
に
食
材
と

し
て
売
っ
て
い
た
り
、
結
構
、
目
に
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
大
変
珍

し
い
も
の
で
し
た
よ
ね
。

桐
原

幸
い
な
こ
と
に
、
姉
が
ポ
プ
リ
の

研
究
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
珍
し
い
ハ

ー
ブ
を
手
に
入
れ
て
く
れ
、
そ
れ
を
育
て

た
り
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
タ
イ

ム
な
ど
、
ハ
ー
ブ
は
地
中
海
沿
岸
地
方
原

産
が
多
い
ん
で
す
ね
。
梅
雨
が
あ
っ
て
夏

が
高
温
多
湿
の
日
本
で
は
、
環
境
が
合
わ

な
く
て
、
普
通
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
大
概
は

枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
と
い
う
苦
労
は
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
種
類
な
ら
松
戸

で
も
大
丈
夫
と
か
、
種
か
ら
育
て
る
と
意

外
と
元
気
に
、
育
つ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

市
長

市
の
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
桐

原
さ
ん
に
み
ど
り
の
講
習
会
（
今
年
は
3

月
を
予
定
、
募
集
案
内
は
広
報
ま
つ
ど
3

月
1
日
号
に
掲
載
）
の
講
師
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
ハ
ー
ブ
を
通
じ
て
の
交
流

桐原　春子さん
ハーブ研究家

花の分野

市
長

現
在
の
活
動
の
中
で
、
ご
苦
労
や

悩
ま
れ
た
こ
と
、
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

こ
と
な
ど
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

高
橋
（
盛
）

手
間
の
か
か
る
こ
と
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
苦
労
は
な
い
で
す

ね
。
活
動
を
始
め
る
前
は
、
松
戸
の
こ
と

を
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
活
動

を
始
め
て
か
ら
は
、
松
戸
に
知
り
合
い
が

増
え
ま
し
た
。

以
前
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
れ
る
森

左から桐原春子さん、川井市長、高橋盛男さん、高橋清さん（金ケ作育苗圃内のハーブ園で　所在地は6面に）

仲
間
が
増
え
、
出
会
い
の
喜
び
も

は
「
関
さ
ん
の
森
」
と
「
金
ケ
作
の
森
」

だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
市
内
に

五
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
ど
の
森
に
で

も
遊
び
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か

ら
、
ぜ
い
た
く
な
楽
し
み
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長

森
は
活
動
の
場
で
も
あ
り
、
楽
し

み
、
遊
ぶ
場
で
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

高
橋
（
盛
）

そ
れ
か
ら
、
樹
林
地
の
手

入
れ
を
し
よ
う
と
い
う
人
た
ち
は
何
か
し

ら
特
技
を
お
持
ち
な
ん
で
す
。
木
の
名
前

（注1）森林ボランティア団体
現在5つの森林ボランティア団体（関さんの

森を育む会・金ケ作の森を育む会・松戸竹林愛
好クラブ・松戸里やま応援団・松戸里やま応援
団二期）が、市内の山林所有者の皆さんと協働
で、樹林地の維持管理を行っています
（注2）緑のネットワーク・まつど
松戸の樹林地の保護・保全を目的とした市民
活動団体のネットワーク
（注3）河南環境美化の会
市内で活動する河川愛護団体のひとつ。主に
国分川の水質調査や清掃、地域の家庭排水対策
の啓発や学習会を行う。その他、現在市内では、
11の河川愛護団体が活動しています
（注4）緑推進委員
市長の諮問に応じ、松戸市における緑の保全
および緑化の推進を図るため、市民参加をもと
に緑に関わる重要事項の調査および審議を行う
委員会の委員
（注5）里やまボランティア入門講座
緑推進委員会の企画から生まれた講座で、樹
林地の保全・管理・育成を行うボランティアの
育成が目的。第1期（全5日）を平成15年に開
講。以降、毎年秋に実施しています
（注6）緑被率
市全体面積に対して樹林地、草地等で被われ
た土地や農地および河川など水面の面積が占め
る割合

高
橋
（
清
）

国
分
川
の
水
は
汚
れ
て
い

て
触
れ
な
い
、
川
辺
に
も
近
寄
れ
な
い
、

と
い
う
の
が
活
動
を
始
め
た
当
初
の
状
況

で
し
た
。
最
近
で
は
、
多
自
然
型
護
岸
に

な
っ
て
、
和
名
ケ
谷
小
学
校
や
河
原
塚
小

学
校
の
児
童
が
環
境
学
習
に
利
用
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
魚
も
少
な
い
で
す
が
泳
い

で
い
ま
す
。

国
分
川
を
、
将
来
は
松
戸
の
名
所
に
し

た
い
で
す
ね
。
河
南
環
境
美
化
の
会
の
活

動
も
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
会
員
も

現
在
は
二
百
人
を
超
え
ま
し
た
。

市
長

会
の
活
動
も
盛
ん
に
な
り
、
国
分

川
の
将
来
も
楽
し
み
で
す
ね
。

緑は、まちの暮らしやすさに関わる
市民みんなの大切な共有財産です

たかはし

きりはら

ハーブを通してご近所との交流が
広がります。まず庭に花を植えて
みませんか

もりお

はるこ



触
れ
て
、
そ
の
名
前
や
形
が
わ

か
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
花
壇
も

作
り
た
い
で
す
ね
。

高
橋
（
清
）

昨
年
は
、
国
分

川
で
釣
り
大
会
を
や
っ
た
ん
で

す
よ
。
ま
だ
川
に
住
む
魚
は
取

れ
な
い
の
で
、
市
と
協
力
し
て

池
を
掘
っ
て
、
そ
こ
に
魚
や
ザ

リ
ガ
ニ
な
ど
を
放
流
し
て
、
親

子
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。将

来
は
、
川
で
親
子
が
遊
び
、

両
岸
に
は
桜
が
咲
い
て
い
る
と

い
っ
た
風
景
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
信

じ
て
い
る
ん
で
す
が
、
あ
と
は
、

水
の
浄
化
だ
け
で
す
ね
。
小
さ

な
魚
た
ち
も
増
え
て
き
て
い
る

の
で
、
も
う
少
し
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市
長

皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
し
て
、

ま
ず
、
子
ど
も
の
頃
の
自
然
に
親
し
む
環

境
は
と
て
も
重
要
で
す
ね
。

ま
た
、
大
人
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
心

や
遊
び
心
を
い
つ
ま
で
も
持
っ
て
い
る
こ

と
も
大
切
。
そ
う
い
う
心
を
持
つ
人
た
ち

が
、
緑
・
花
・
川
な
ど
の
自
然
に
関
心
を

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。

本
日
は.

緑
・
花
・
清
流
と
い
う
分
野
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
大
変
興

味
深
い
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
、「
ひ
と
・
も

す
ね
。

私
も
今
、
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
構
想

を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
ど
う

し
た
ら
人
が
集
ま
り
、
市
民
参
加
型
の
公

園
に
な
る
の
か
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、

難
し
い
で
す
ね
。

桐
原

例
え
ば
、
少
し
特
徴
を
つ
け
て
、

車
い
す
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、

視
覚
障
害
を
持
つ
方
が
読
め
る
よ
う
な
点

字
ブ
ー
ス
を
設
け
る
と
か
、
ち
ょ
っ
と
そ

う
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
置
い
て
い
た
だ
く
と
、

日
本
で
初
め
て
と
い
う
公
園
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
そ
こ
に
行

っ
た
ら
潤
い
が
あ
っ
て
、
元
気
に
な
っ
て

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な
公
園
と
考
え
て

い
ま
す
。
車
い
す
で
ゆ
っ
く
り
と
巡
る
こ

と
が
で
き
、
視
覚
障
害
を
持
つ
方
が
花
に

桐
原

そ
れ
は
良
い
で
す
ね
。

市
長

残
す
こ
と
が
も
ち
ろ
ん
最
優
先
で

す
が
、
ど
う
や
っ
た
ら
増
や
し
て
い
け
る

の
か
も
、
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

高
橋
（
清
）

市
は
、
緑
花
清
流
の
ま
ち

づ
く
り
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
水
は
特
に
、

生
活
排
水
が
浄
化
さ
れ
て
、
川
に
戻
さ
れ

て
、
ま
た
飲
む
と
い
う
大
事
な
も
の
で
す

か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
認
識
を
持
っ
て

ん
で
す
ね
。
し
か
し
、
緑
は
ま
ち
の
生
活

環
境
に
深
く
関
係
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ

の
こ
と
に
目
を
向
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

桐
原

一
人
ひ
と
り
が
自
然
を
大
事
に
す

る
と
い
う
気
持
ち
を
、
強
く
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
一
軒
の
家
で
一
本

で
も
多
く
の
植
物
を
植
え
れ
ば
、
そ
れ
を

世
界
規
模
で
考
え
た
ら
、
だ
い
ぶ
違
っ
て

き
ま
す
よ
ね
。

街
路
樹
の
脇
な
ど
公
共
の
空
い
た
ス
ペ

ー
ス
を
、
誰
で
も
が
何
か
植
物
を
植
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
市

が
呼
び
か
け
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

市
長

最
近
は
常
盤
平
や
新
松
戸
な
ど
で
、

空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
花
壇
を
作
る

活
動
も
増
え
て
い
ま
す
ね
。
空
い
て
い
る

ス
ペ
ー
ス
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
か
ら
ね
。

桐
原

そ
う
で
す
ね
。
栗
ケ
沢
中
学
校
近

く
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
植
え
ら
れ
た
ス

イ
セ
ン
も
、
と
て
も
綺
麗
で
し
た
よ
。

高
橋
（
盛
）

市
で
は
一
昨
年
、「
み
ど
り

の
市
民
憲
章
」
を
作
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
行
動
計
画
の
中
で
、「
木
や
花
に
名
札

を
つ
け
よ
う
」
と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
今
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
学
校
な

ど
が
木
や
花
に
名
札
を
つ
け
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
形
で
花
壇
作
り

が
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

市
長

緑
花
清
流
を
守
り
、
育
て
、
楽
し

む
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高
橋
（
盛
）

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
こ
と
が
ま

ず
大
切
で
す
ね
。
緑
に
関
わ
る
と
い
う
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
の
よ
う
に
実
際
に
森
に
入
る
こ
と

も
、
自
分
の
家
や
道
路
の
花
壇
の
世
話
を

す
る
こ
と
も
、
家
の
近
く
の
樹
林
地
が
ど

う
い
う
状
態
か
観
察
す
る
こ
と
も
、
関
わ

り
方
の
一
つ
で
す
。
の
ん
び
り
自
然
を
楽

し
む
こ
と
で
も
、
良
い
ん
で
す
。
そ
の
人

が
で
き
る
こ
と
を
、
そ
の
人
が
探
し
て
い

く
こ
と
が
出
発
点
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

市
長

自
然
を
楽
し
む
こ
と
で
、
そ
の
大

切
さ
が
分
か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
ね
。

高
橋
（
盛
）

た
だ
平
成
7
年
の
調
査
で

は
、
松
戸
市
の
緑
被
率
（
注
6
・
五
面
参

照
）
は
約
三
十
二
％
で
、
樹
林
地
の
面
積

は
六
・
九
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

学
術
的
な
調
査
で
は
、「
も
う
こ
こ
に

住
む
の
は
嫌
だ
な
」
と
思
い
始
め
る
の
は

緑
被
率
が
三
十
％
を
き
っ
た
状
態
だ
そ
う

で
す
。
つ
ま
り
、
松
戸
は
ぎ
り
ぎ
り
の
状

態
で
す
か
ら
、
今
あ
る
樹
林
地
を
残
す
こ

と
が
最
優
先
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長

私
も
先
日
、
防
災
訓
練
の
と
き
に

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
っ
て
、
上
空
か
ら
市

内
を
見
た
の
で
す
が
、
上
か

ら
見
る
と
あ
ま
り
に
も
緑
地

が
少
な
い
。
今
あ
る
緑
を
残

す
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
ね
。

高
橋
（
盛
）

緑
は
、
失
っ

て
初
め
て
気
が
付
く
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
で
す

と
、
緑
の
あ
る
場
所
と
、
市

街
化
が
進
ん
だ
場
所
で
は
、

松
戸
市
内
で
も
三
〜
四
度
気

温
が
違
っ
て
く
る
そ
う
で

す
。都

市
部
の
森
の
場
合
は
、

家
を
建
て
た
り
道
路
を
造
る

ほ
う
が
優
先
さ
れ
て
し
ま
う

里やまボランティア入門講座で講義をする高橋盛男さん（写真左）

桐原春子さん、イギリスのシシングハースト・カールス・ガ
ーデンズで

国分川でビオトープをつくる小学生（高橋清さん提供）

写真左側の堤には桜が植えられています。春の開花が楽しみです。
（国分川の獅子舞橋の上で）

自
然
を
大
切
に
す
る
心
は
、
楽
し
む
こ
と
か
ら

市
長

松
戸
市
の
こ
れ
か
ら
の
緑
花
清
流

に
つ
い
て
、
ま
た
、
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
活
動
や
夢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

高
橋
（
盛
）

今
あ
る
樹
林
地
を
良
い
形

で
残
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
難
し
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
樹
林
地
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
。

自
然
庭
園
の
よ
う
な
形
も
あ
る
で
し
ょ

う
し
、
昔
の
雑
木
林
の
よ
う
な
形
も
い
い

で
し
ょ
う
。
緑
を
増
や
す
視
点
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
里
や
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
い
っ
た
も
の
は
、
誰
か
が
ひ
と
り
手

を
挙
げ
て
も
す
ぐ
に
で
き
る
も
の
で
は
な

く
て
、
行
政
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
知
恵
を
絞
っ
て
、

み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

桐
原

す
ぐ
に
結
果
が
で
な
い
も
の
で
も
、

地
道
に
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
高
橋
清
さ
ん
の
会
が
植
え

ら
れ
た
国
分
川
の
桜
の
木
も
、
何
十
年
先

に
は
大
木
と
な
っ
て
、
春
に
は
川
沿
い
に

花
が
咲
き
乱
れ
て
。
そ
れ
が
松
戸
だ
け
に

終
わ
ら
ず
、
ず
っ
と
川
岸
に
並
木
道
と
な

っ
て
続
い
て
い
く
と
素
晴
ら
し
い
と
思
う

ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
一
軒
一
軒
の
家
が
自
分
た

ち
も
楽
し
み
な
が
ら
、
庭
に
花
を
植
え
た

り
、
道
を
歩
い
て
い
る
人
も
見
て
楽
し
め

る
よ
う
な
庭
を
作
れ
た
ら
良
い
で
す
ね
。

市
長

き
れ
い
に
庭
の
手
入
れ
を
し
て
い

た
り
、
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
た
り
、

思
わ
ず
名
前
を
付
け
て
し
ま
い
た
く
な
る

よ
う
な
家
も
、
市
内
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま

み
ん
な
で
知
恵
を
絞
っ
て
、
地
道
に
努
力
を

育苗圃は、市内の緑化用樹木と花壇の草花
の生産供給を目的に、設置されました。主に、
公共花壇用の草花の生産や花の愛護団体の育
成、草花に関する講習会等を行っています。
また、ハーブ園や生垣見本園等も整備され
ていますので、興味のある人は、ぜひ一度お
越しください。

みどりと花の基金 345─9846

所在…金ケ作247の2

案
内
図

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

市
長

自
分
た
ち
が
飲
む
水
で
す
か
ら
、

自
分
た
ち
で
守
る
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

高
橋
（
清
）

そ
れ
か
ら
、
花
が
嫌
い
な

人
は
誰
も
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
花
は

癒
や
し
に
も
な
り
ま
す
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
共
同
住
宅
で
も
、
鉢
に
植
え
て
飾

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

市
長

緑
や
花
が
、
人
に
癒
や
し
を
与
え

る
効
果
は
大
き
い
と
、
私
も
思
い
ま
す
。

常盤平駅 
北口 

 

交通…新京成常盤平駅下車、北口から徒歩10分
※駐車場はありません

の
・
し
ぜ
ん
を
大
切
に
」
と
い
う
基
本
理

念
で
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
　
ワ
ン
ス
モ

ア
」
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
に
は
、

講
談
師
の
神
田
紫
さ
ん
に
「
も
っ
た
い
な

い
大
使
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
年
4
月
に
は
「
根
木
内
歴
史
公
園
」

の
開
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
然
を
大
切
に
し
、
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
守
り
、
育
て
、
そ
し

て
楽
し
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

6

金ケ作
こどもの遊び場

ガソリン
スタンド

コンビニ
ひまわり公園

金ケ作
自治会館

金ケ作
育苗圃

り
ょ
く
ひ
り
つ
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森のホール21 384-5050

市民団体等主催の無料相談

市立図書館 365-5115絵本はじめのいーっぽ

おはなしキャラバン 344-3037

市民劇場 368-0070

市民会館 368-1237

常盤平児童福祉館 387-3320

事業名 日　　時 会　場 内容／対象／費用

移

動

児

童

館

1/17 ・31 午前11時30分～
午後0時30分 午後2時～4時30分

運動公園小
体育室

内容 わくわく広場 あそぼう
会　対象 乳幼児とその親 主に
小学生　費用無料

1/18 ・25 午前10時～正午 青少年会館
樋野口分館

1/18 ・25 午後3時15分～4時
30分

柿ノ木台公
園体育館

内容あそぼう会　対象主に小学
生　費用無料

1/19 ・26 午前10時～正午
午後2時～4時30分 青少年会館 内容 わくわく広場 あそぼう会

対象 乳幼児とその親 主に小学生
費用無料1/24 午前10時～正午 午後2

時～4時30分
稔台市民セ
ンター

期　日 会　　場 時　　間 内　　容
1/11 図書館本館

午後3時30分～4時
絵本「ゆきのひ」
紙芝居「おはなしおはなし」

図書館小金分館
25 小金原市民センター
対象3～9歳　費用無料
※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。
※靴を入れるビニール袋持参にご協力ください。
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期　日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ
ー
ル

1/  7 オペレッタの名曲ニューイヤーコン
サート ★ 14:00 森のホール21チケットセンター384─3331

9 平成18年松戸市成人式 10:30 市）社会教育課社会教育係366─7462

13 倉本裕基　PIANO CONCERT ★ 19:00 メリーランド043─212─2550

14 LMウインドオーケストラ第4回定期
演奏会 14:00 LMウインドオーケストラ・岩間090─8105─1461

19 美川憲一コンサート ★ 14:30
18:30

アイエムオープロモーション
048─645─6520

21 山本譲二歌謡ショー ★ 14:00
18:00 松戸商工会議所 364─3111

22 松戸市民吹奏楽団第24回定期演奏会 14:00 佐藤 090─9146─5624
28 プチバレエ2006 16:00 木村 348─1718

小
ホ
ー
ル

1/  8 大野靖之チャリティーコンサート★ 13:30 飯坂 080─5687─3390

11 エリック・ベルショ　ピアノエレガ
ンス ★ 18:30 光藍社 03─3943─9999

14 2006ニューイヤーガラコンサート
★ 17:00 松戸クラシック音楽を楽しむ会367─0939

15 Dream×Dreamフェスティバル 13:00 穀山 362─7071
21 ピアノ発表会 14:30 恩田 347─8975

28 砂田直規（Bar）と横関裕紀の落語
オペラ ★ 14:00 ひぐらしの会・荒井389─9991

29 松戸市民カラオケ歌謡協会　初春歌
謡祭 9:20 越 363─4801

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）・年末年始（1/3 まで）
※公演によっては駐車場が大変混雑します。電車・バスをご利用ください。

内容わくわく広場　対象乳幼児
とその親　費用無料

期　日 内　　容 開演時間 問い合わせ先
1/14 新春歌謡音楽祭 10:00 松戸歌謡友の会 387─8991

20 渥美二郎コンサート2006 ★ 14:00
18:30 

ベルワールドミュージック
03─3222─7801

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）・年末年始（1/3 まで）
※駐車場はありません。

21 寺井尚子コンサート ★ 17:00 労音東葛センター 365─9911

22 横山茂と日本芸能和力のジョイント
公演 ★ 16:00 和力実行委員会事務局 364─3059

26 松戸こころの健康市民フォーラム 11:00 市）障害福祉課 366─7348
29 ビックバンドコンサート 14:00 松戸スゥイングセピア 385─7968

期　日 会　　場 時　　間
1/11 女性センターゆうまつど

（申し込み制、女性センター 364─8778）午前10時30分～11時10分18
1/17 チェリッシュ・サポート・システム（野菊野保育園内）
20 CMS子育て支援センター（六高台保育園内）

午前10時30分～11時10分
25 青少年会館

対象乳幼児（0～3歳くらい）とその保護者　費用無料
※各会場とも駐車場はありません。

26 矢切公民館

27
常盤平児童福祉館

午後2時～2時40分根木内こども館（晴香園内）

午前10時50分～11時30分

期　日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先
1/15 フジ友の会コンサート 13:00 山口 362─7173
18 松戸童謡の会　童謡を歌う（月例会） ★ 13:55 鈴木 343─6631

19 認知症予防セミナー「笑いでこころと体を
元気に」 13:30 中央保健福祉センター366─7489

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）・年末年始（1/3 まで）
※駐車場はありません。

22 日経就職サクセスセミナー in松戸 14:30 日本経済新聞社販売三部03─5255─2158
28 e市政を創る松戸市民の会シンポジューム 13:30 渡辺 361─3332

29 世界の弦楽器演奏とダンスの公演 ★ 13:30 カリフォルニアクラブ・岩尾080─5434─0180

森のホール21チケットガイド 森のホール21チケットセンター 384-3331

期　日 内　　容 開演時間 会　場 料　金

※会場はいずれも森のホール21です。
※☆は友の会先行予約があります。友の会先行予約を行う公演については、一般発売が
ない場合もありますのでご了承ください。

※森のホール21チケットセンターの受け付け時間は午前10時～午後7時、1/4 は午前
10時～午後5時〔月曜日は休館（祝日の場合は開館し、翌日休館）。年末年始は1/3
まで休館〕です。

※詳細はホームページをご覧ください。
http://www.morinohall21.com/

2/  3
山本潤子・古謝（こじゃ）美佐子ジョ
イントコンサート「童神（わらびがみ）」
の心を謳（うた）う

18:30 大ホール※発売中

S席 4,500円
A席 4,000円
B席 3,500円

22 山本祐ノ介プロデュース　森のサロン
コンサート～おしゃべりクラシック～ 14:00

レセプショ
ンホール
※発売中

全席自由 4,000円

11 ベルリン・フィルハーモニー・ブラス
・クインテット 18:00 大ホール※発売中

一般 3,000円
小学～高校生1,000円

3/  9 綾戸智絵 CONCERT 2006 19:00
大ホール
※一般発売
1/15 ☆

全席指定 7,000円
※1人4枚まで

26 しまじろう　うみのだいぼうけん
※3歳以上有料、2歳以下ひざの上無料

13:30
16:30

大ホール
※発売中

全席指定 1,500円
※1人1回10枚まで

4 岡本知高チャリティーコンサート　旅
立ちの日に… 13:00 大ホール※発売中

A席 4,000円
※残席わずか

22 金子由香利リサイタルVol. 26～パリの
空の下セーヌは流れる～ 15:30 小ホール※発売中 全席指定 6,300円

7/21 グランディーバ バレエ団　日本公演 18:30 大ホール※発売中
S席 8,000円
A席 7,000円

4/29 玉置浩二 CONCERT TOUR 2006
─PRESENT─ 18:00 大ホール※発売中

全席指定 6,800円
※残席わずか

主
催
・
問
い
合
わ
せ

松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷
（
と
や
）

345

─3548

松
戸
市
精
神
障
害
者
家
族
会
土
曜
会
（
ビ

オ
ラ
工
房

331

─6018

）

呆
け
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会
・
田
村

341

─1612

相　談　名 日　　時 会　場 内容・対象等 主催・問い合わせ

借地借家の相談 1/10 午後1時
～4時 勤労会館 契約書等があれ

ば持参ください
松戸借地借家人組合・外谷
（とや） 345─3548

こころの家族相
談室（秘密厳守）

毎月第1・3土
曜日午前10時
～午後3時

健康福祉会
館（ふれあ
い22）

「こころの病」の
人を抱える家族

松戸市精神障害者家族会土
曜会（ビオラ工房 331─
6018）

同日・同時間に電話相談も受け付け（ 383─5551）
認知症（痴ほう
症）介護相談

1/27 午後1時
～3時

社会福祉協
議会

介護者の相談と
交流

呆け老人をかかえる家族の
会・田村 341─1612

悩み事電話相談
室（秘密厳守）

毎週火曜日午前
10時～午後3時 ── 生活についての

悩み事相談
明るい社会づくり運動松戸
協議会 365─7389

相談直通電話 331─2778（1/3 の電話相談はありません）

会場女性センターゆうまつど他　講師 千
葉県人権啓発センター副理事長・市川正廣（ま
さひろ）氏　定員先着20人　費用無料
1月4日 から、電話で公民館 368─1214へ

講　座　名 日　　時 会　場 講　師 定員 費　用

昼
　
　
間
　
　
講
　
　
座

資料館や遺跡の見学から郷
土の歴史を知ろう〔全4回〕

1/26、2/2・16、
3/2の木曜日午後
（2/2は全日）

新松戸郷
土資料館
他

学芸員他 20人 交通費・入
館料等実費

家庭でできる救急法〔全4
回〕～勇気をもって応急手
当

2/1～22の毎週
水曜日午前10時
～正午

二十世紀
が丘消防
署

二十世紀
が丘消防
署職員

15人
無料

※動きやす
い服装で

人に自分にやさしくなるた
めの講座〔全4回〕～人権
学習映画等から学ぶ

2/1・8・15、3/1
の水曜日午前10
時～正午

女性セン
ターゆう
まつど

社会教育
指導員他 20人 無料

知っておきたい！経済の基
礎知識〔全5回〕～証券、
金融の仕組みとリスク管理

2/1～3/1の毎週
水曜日午後1時
30分～3時

女性セン
ターゆう
まつど

エイプ
ロシス 30人 無料

くらしを支える防災活動〔全
4回〕

2/9～3/2の毎週
木曜日午後1時
30分～3時

建設技術
展示館

国土交通
省職員他 30人 無料

読み書き教室（識字学級）
～学びたいと思う時が学び時

受講生と相談の
上決定

矢切公民
館他

社会教育
指導員 若干名 無料

対象市内在住・在勤・在学の
人　持ち物筆記用具
1月16日 〔必着〕までに、

往復ハガキに講座名・住所・氏
名（ふりがな）・年齢・電話番号
・返信用あて名を記入して、〒
271─0094松戸市上矢切299の
1 総合福祉会館内公民館成人
講座係（ 368─1214）へ
※往復ハガキ1枚につき1講座
（本人のみ）の申し込み。定員
を超えた場合は、初めての人
を優先し、抽選。定員に満た
ない講座は、1月18日 から
電話で受け付け

※各施設とも駐車場がありませ
ん。電車・バス等公共交通機
関をご利用ください。

日　時 内　　容
2/3 午後1時
30分～3時30分

オリエンテーション～人権につ
いて考える

2/10 午前9時
～午後4時 福田村事件（野田市）現地学習

2/17 午後1時
30分～3時30分 同和問題にみる差別の構造

2/24 午前9時
～午後4時30分

ハンセン病を学ぶ～多磨全生（た
まぜんしょう）園（東村山市）現
地学習〔ハンセン病市民学会共
同代表・國本（くにもと）衛氏〕

3/3 午後1時
30分～3時30分

まとめ～偏見、差別をしない自
分、社会へ
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お正月の風景です。左右の絵には、
いくつか違うところがあります。下の
①～③の中からお答えください。
正解者の中から抽選で左記希望賞品

をお贈りします。

・クイズの答え
・希望賞品（1つのみ）
・住所
・氏名
・年齢
・右記アンケートの
回答（①～④まで）

ハガキ（うら）ハガキ（おもて）

松
戸
市
役
所

広
報
担
当
室

ク
イ
ズ
係

〒271ー858850

バンダイミュージアム賞
（松戸駅東口すぐ）
バンダイミュージ
アム限定初代ゴジ
ラの引換券（3人）

※賞品は広報担当室に
てお渡しします

レイソル賞
柏レイソル・
レプリカユニ
フォーム
（3人）

Ａ賞 山本祐ノ介プロデュース　森
のサロンコンサート～おしゃべり
クラシック～「故郷を愛した音楽家た
ち」入場券（2組4人）
※コーヒーまたはティーとケーキが付き
ます
日時2月22日 午後2時開演　会場森

のホール21レセプションホール　ゲスト
松原勝也（バイオリン）レギュラー山本
祐ノ介（チェロ）、小山京子（ピアノ）

Ｂ賞 ベルリン・フィルハーモ
ニー・ブラス・クインテット入
場券（2組4人）
日時3月11日 午後6時開演　会場森

のホール21大ホール　内容世界トップの
オーケストラが贈る最強のクインテット

Ｃ賞 博物館グッズ①（10人）
虚無僧絵ハガキセット、クリアホルダ

ー（ジョウちゃん・モンちゃん）、博物館
常設展招待券をセットで

D賞 博物館グッズ②（3人）
埴輪ぬいぐるみ

キーホルダー2個
（人・馬）をセットで

Ｅ賞 松戸市観光協会の徳川昭
武テレホンカード（20人）

Ｆ賞 戸定テレホンカード（20
人）

※上記の賞にもれた正解者の中から、抽選
で30人に記念品をお送りします。

①広報まつどをご覧になっていますか？
A．毎号読む　　B．ときどき読む　C．ほとんど読まない

②よく読む記事は何ですか？（3つまで記号で記入）
A．行政面
B．「情報チャンネル」（催し物や会員募集、各施設の催し

物など）
C．コラム「市長室・発」（毎月1日号の3面に掲載）
D．コラム「あなたの健康」、「歯を大切に」（2面に掲載）
E．コラム「人」欄（市内で活躍する人を紹介）
F．まちの話題（最終面に掲載している市内の話題）

③広報まつどは現在、公共施設や各鉄道駅でも配布し
ていますが、他に配布を希望する場所はありますか？
A．コンビニエンスストアに置いて欲しい
B．銀行等に置いて欲しい　　　　C．その他

④広報まつどをお読みになっての感想・希望など

応 募 方 法 下の記入要領を参考に、ハガキでご応募ください

救急医療体制
◆テレホン案内サービス

366─0010
〔当日の医療機関（待機病院、休日在宅当
直医、夜間小児急病診療所、休日土曜日
夜間歯科診療所等）を案内〕
平日　午後4時30分～翌日午前9時
休日と土曜 午前9時～翌日午前9時
◆夜間小児急病診療所 360ー8900
衛生会館内　毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所 365ー3430
衛生会館内　午後8時～11時
※電話番号のかけ間違いにご注意く
ださい。

衛
生
会
館
所
在
地
…

竹
ケ
花
四
五
の
五
三

人口と世帯（12月1日現在）
人口　474,430人　　 〔＋ 30〕
男　237,955人　　 〔＋ 28〕
女　236,475人　　 〔＋ 2〕
世帯　196,220世帯　 〔＋ 130〕

※平成12年度国勢調査の確定値を基準として
集計した常住人口です。

内
は
前
月
比

〔 〕

○お気軽にご相談ください　1月の相談あんない○ ※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

松戸駅 
JR線 北松戸 金町 

柏 税務署 金町 

市役所 

東葛飾支庁 中央保健福祉 
センター 

新 

京 

成 線 

 

東口 

国道6号 

上
本
郷 

相談名 期　日 時　間 会　場

市政・一般民事 月～金曜日 午前8時30分～午後5時
市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
な
お
、
最
終
の
受
け
付
け
は
、
各
相
談
の
終
了
時
間
の
お
お
む
ね
一
時

間
前
と
し
ま
す
（
予
約
制
の
相
談
は
除
く
）。

市
民
相
談
課

366
・
７
３
１
９

※
一
般
民
事
相
談
＝
金
銭
・
身
の
上
・

相
続
・
離
婚
等
家
庭
問
題
の
相
談

交通事故 月・火・木曜日 午前9時～午後4時

法律相談
（予約制） 月・火・木曜日 午後1時～5時

税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第4月曜日 午後1時～3時

不動産相談 第2～第4水曜日 午後1時～5時

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

住宅リフォーム 第3水曜日 午前10時～午後4時
住宅政策課
366－7366マンション管理

相談（予約制） 第1水曜日 午前9時～正午

人権相談 第2～第4金曜日 午前10時～午後3時

市民相談課
366－7319

千葉地方法
務局松戸支
局
363－6278

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局でも行っています。

ゆうまつど
こころの相談
（予約制）

第2～第5月曜日 午前10時～午後4時
※1/9 も実施します

女性センター
（相談室直通）
363－0505

第3・第4木曜日

第2木曜日 午後2時～8時

女性のしご
と情報相談

火・木曜日
（祝日を除く） 午前10時～午後3時

女性センターしごと
サポートコーナー

女性センター
364－8778

相談名 期　日 時　間 会　場

福祉相談所
（福祉なんでも相
談）

第1・第4金曜日 午前10時～午後3時 市役所相談コーナー

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

368
・
0
9
1
2第1木曜日 午前10時～午後3時 小金原市民センター

毎週水曜日 午前10時～午後3時 松戸市社会福祉協議会

労働相談 毎週月曜日 午後1時～5時 勤労会館

商工観光課
366－7327

経営相談
（予約制） 月・水・金曜日 午後1時～5時 商工観光課

相談コーナー

※内職相談は東葛飾県民センター（ 361－4089）で行っています。

就学相談（予約制）
月～金曜日 午前8時30分～

午後5時
教育研究所（予約専用）

366－7600教育相談（予約制）

青少年相談
（電話）

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30分

こども課
363－7867

青少年相談
（来所）〔予約制〕

午前8時30分～
午後5時

こども課
366－7464

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～
午後5時

CMS子育て支援センター
394－5590

チェリッシュ・サポート・
システム 308－5880

子すずめ子育て支援センター
387－0124

家庭児童相談
月～金曜日 午前8時30分～

午後5時
児童福祉課内
366－3941母子婦人相談

高齢者無料職業
紹介所（65歳以上） 月～金曜日 午前9時～午後5時

（正午～午後1時を除く）
松戸市社会福祉協議会

365－4712

消費生活相談
（まずはお電話で）

月～金曜日 午前8時30分～
午後4時

消費生活センター
365－6565

高年齢者職業
相談

月～金曜日（第3
木曜日を除く） 午前9時～午後5時

高年齢者職業相談室
368－5656

TM＆ 1954,1962,2004 TOHO CO.,LTD.

締 め 切 り

1月13日 〔消印有効〕
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代
えさせていただきます。クイズの解答は、
広報まつど2月15日号でお知らせします。

※ご応募の際に得た個人情報は、プレゼン
トの発送にのみ使用します。

広報まつどについてのアンケート

答え　① 3カ所　② 5カ所　③ 7カ所


